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2 Pa-4　　　　　　　　　　「凡」メンバーのライフコース
　　　　　　　　　　ーワーカーズ・コレクティブで働く女性たちの特徴－

　　　　　　　　　　　　　お茶の水女子大学　　　飯塚和子

　目的　先駆的ワーカーズ・コレクティブ「凡」で働く女性たちの生活と労働過程を、構

成主体であるメンバー個人の次元に焦点をあて、そのライスコースを分析した。本報告で

はワーカーズ・コレクティブ「凡」で働く女性たちのライフコースの特徴と世代変化、お

よびメンバー個人にとってのワーカーズ労働というものの持つ意味を明らかにする。
　方法　1996年７～8月、ワーカーズ・コレクティブ「凡」の全メンバー16名を対象に

ヒヤリング調査を実施した。ヒヤリング覗査の内容は、メンバー本人の経歴、家族構成、

生活史と現在の生活状況、「凡」参加の経緯、労働内容・年収、及び「凡」との関わりに

おける生活意識や労働意識の変容等である。
　結果　「凡」メンバーは、どの世代でも自らの人生に能動的で、積極的な姿勢でライフ

コースを歩んでいる者が多い。戦前・戦中出生メンバーでは、自己実現に向けての活動意
識や態度の形成が明確である一方、家族員との間での価値意識の同一性の形成と乖離への

葛藤も混在している。団塊メンバーでは、戦前・戦中メンバーに比べると、矛盾や葛藤と

いう感情や価値観を強く意識することなく割合スムーズに「自分らしさ」を主体的に選択

し、自己実現を果たしている。戦後メンバーでは社会的規範性は緩く、自己を表出し自己
の価値観に従って生きることが自然体であるように思われる。「凡」メンバーにはどの世

代においても、歴史的時間の「時代効果」を前向きに受け止め、「自分らしさ」を拡大化
しようとする姿勢がみられる。主婦であるメンバーたちにとって、ワーカーズ・コレクテ

ィブ「凡」は、その労働を通して生き方の地平をさらに広げる展開の場となっている。

2 Pa－5 「1995年農業センサス」のジェンダー視点からの検討
　　－「第２巻　農家調査報告書　総括編」を中心にー
　○粕谷美砂子゛、天野寛子¨、伊藤セツ･3
　（＊昭和女大・院、¨昭和女大短大、≪3昭和女大女文研）

　［目的］1996年12月に男女共同参画推進本部は「男女共同参画2000年プラン」を策定

し、「農山漁村におけるパートナーシップの確立」を方向づけた。その中で、農業就業

人口の6割を女性が占めているにもかかわらず、農業労働・家事労働・地域社会への女性

の貢献が平等に評価されていないことを指摘している。国立婦人教育会館の『女性及び

家族に関する統計　データーベース研究開発報告書』は農業関連統計を除外しているた

め、特に「労働」の分野において農業労働のジェンダー問題が見えてこない。以上のこ

とから本研究は、女性農業者が直面している問題を把握する上で、「農業センサス」を

どう改善すべきかを検討し、提言を行う。

　［方法］「1995年農業センサス　第２巻　農家調査報告書一総括編－」を中心に用い

る。さらに、「農業センサス」をジェンダー統計の充実度合いという視点から分析する。

　［結果］「農業センサス」統計表の表頭に平等なジェンダー関係が明示されていないも

のが見られた。このことは女子労働力が依然として補助的に捉えられていることを表し

ている。一方就業状態別世帯員数においては「家事・育児が主の人」は女性にのみ表示

されており、性別役割分担が前提とされていることが示された。農業調査票においては

すべての個人別データーが得られるにもかかわらず、統計表には表れていない。「世帯

主」や「あとつぎ」をめぐっても男性主体が前提とされている。パートナーシップを確
立するために、女性農業従事者の置かれた状況を客観的に把握できる分類指標と公表利

用の可能性が考慮されるべきである。以上の検討によりいくつかの改善点を提起した。
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